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瑞月の現地栽培試験の状況を調査

瑞月
現地栽培試験実施農家ほ場

(７戸)

農起業支援ステーションでの就農相談の実績

県内

花苗生産者がシンクロトロン光育種の成果をZoomで発表

一宮市

農業情報（令和３年６月号）

地域 報告内容 写真等

尾張

令和３年５月28日

県域

令和３年６月

　一宮市の花苗の育種を手がける女性経営者Ｔ氏が、あいちシンクロトロ
ン光センターの令和２年度事業で取り組んだ育種の成果を、Zoomを使った
オンライン発表会で発表しました（聴講は一般参加可）。シンクロトロン
光照射は生長点を狙った照射が可能で、効果の高い育種手法として期待さ
れています。しかし、利用事例が少ないことが普及を妨げる要因となって
いるため、Ｔ氏は「自分の成果が他の生産者の参考になれば」という思い
で発表を行いました。農業分野では唯一の発表でしたが、同センター國枝
所長から「大変興味深い内容であった」と評価され、今後の実験について
助言を頂きました。現在、管内では３名の生産者が取り組んでおり、農業
改良普及課は今後も放射線育種による新商品開発を支援していきます。

　ニホンナシ「瑞月(ずいげつ）」は、県農総試と(独)農研機構が共同で
開発した品種で、令和元年６月に品種登録出願し、令和２年度に県内各産
地にあわせて565本の苗木が供給されています。
　「瑞月」の登録に当たって、平成30年度から県内７か所で現地栽培試験
を実施しており、６月21日から25日にかけて落葉果樹研究室とともに生育
状況を確認しました。７か所とも順調に生育しており、試験を実施する生
産者からは「樹勢が強くてつくりやすそう」、「共選でどれだけ扱えるか
不透明だが、食味が良いので取り組む価値がある」といった声が聞かれ、
普及が期待されました。８月には各ほ場の果実調査も予定しており、今後
も各農業改良普及課と連携し普及を推進します。

県域 写真等なし

令和３年４～５月　令和３年４月から農業大学校に設置された農起業支援ステーション（以
下、ステーション）での就農相談は、５月末時点で48件、相談者は41名で
した。設置直後でしたが、ステーションで一定数の就農相談に対応できま
した。ステーションでの相談を経て、就農の意思を固め、就農を希望する
地域と品目が決まると、各農業改良普及課で二次相談に対応します。現時
点では、二次相談に至った事例はまだ少数ですが、今後、円滑に二次相談
に移行できるよう、各農業改良普及課との調整を進め、体制を整えていき
ます。

瑞月試験状況(果実袋)

Zoomを用いた発表会の様子Zoomを用いた発表会の様子
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犬山のモモに新しい風を

ＪＡ愛知北羽黒支店
（犬山市）

ミニトマト生産者が自動販売機を導入～コロナ禍での販売戦略①～

名古屋市

農家ならではのトマトＰＲ方法を模索～コロナ禍での販売戦略②～

名古屋市、瀬戸市

尾張

令和３年６月

　管内のミニトマト生産者１戸が、経営継続補助金を利用して、ハウスに
隣接する直売所に自動販売機を設置しました。直売所が無人のときでも消
費者はミニトマトや加工品を購入することができ、反応は上々です。ＴＶ
番組の特集で紹介されたことで直売所への客足は伸びており、自動販売機
設置と相まって、売れ行きは好調です。コロナ禍での販売機会の向上に、
生産者は手ごたえを感じています。

尾張

令和３年６月
　当管内では独自の直売所や販売先を持つことで、価格安定を図っている
トマト類生産者が多くいます。「おうち需要」が見込まれる中、生産者は
「農家ならではの視点」で更に積極的なＰＲが必要であると感じており、
直売所に目立つのぼりを設置したり、動画配信に取り組んだりしていま
す。また、別の生産者はあいち農業経営相談所を利用して、パッケージデ
ザインを検討するためのデザイナー派遣を希望しています。農業改良普及
課は、利用できそうな事業を紹介するなど、今後も支援していきます。

尾張 写真等なし

令和３年４月27日
および５月31日　犬山市のモモは、令和元年から大手スーパーとの取引が始まり、年々出

荷者・出荷量ともに増加傾向にあります。それを受けて昨年、スーパー側
から、モモの品評会を店舗内で開催しないかとの提案が犬山市にありまし
た。
　４月27日にスーパーの担当者を交えて事前打ち合わせを行い、５月31日
の犬山市果樹園芸組合連合会の総会で７月に品評会を開催することが了承
されました。普及課も品評会の開催を支援し、良品出荷のための適期管理
を推進していきます。

設置された自動販売機

目を引くのぼり

設置された自動販売機

目を引くのぼり
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レンコンで無人航空機利用の薬剤散布実施、ドローンも試行

愛西市

「みはまっこ」の出荷始まる！

ＪＡあいち知多
かんきつ出荷組合
美浜みかん共選場

半田市の酪農家が、中部国際空港株式会社と刈草の飼料化に関する覚書を締結

中部国際空港

知多

令和３年６月11日

　中部国際空港の滑走路周辺の緑地帯の草刈を、半田市の酪農家１戸が飼
料や敷料として利用することが決定し、覚書の締結式がセントレアで開催
されました。緑地帯の維持管理の過程で発生し、これまで廃棄されてきた
刈草(約300ha分、200t/年)が空港から酪農家へ無償で提供されることで、
ＳＤＧｓの推進と飼料費の削減が期待されます。
(中日新聞　令和３年６月12日掲載)

知多

令和３年６月10日
　ハウスミカン「みはまっこ」の選果・出荷が６月10日から始まりまし
た。今年は３月の平均気温が高く生育が進んでいましたが、平年より４月
の夜温が低く推移し生育が停滞したため、平年並みの出荷となりました。
また、今年は梅雨入りが平年よりも早く、果実の品質低下が懸念されまし
たが、収穫前に好天が続いたため品質は良好です。病害虫などの被害も少
なく、これまで順調に生育しています。今後は、高齢化が進む産地のなか
で若手後継者を中心に産地の活性化が期待されます。

海部

令和３年５月20日、28日　れんこん産地協議会と海部れんこん組合では、害虫防除作業の省力化に
向けて、無人航空機（ラジコンヘリ）による薬剤散布を実施しました。散
布面積は延べ22.12ha（前年比119％）で、２種類の粒剤を散布しました。
散布時間は10a当たり１分程度でしたが、ほ場が分散している場合は移動
時間が長くなりました。ドローンでの散布も試験的に実施して比較検討し
たところ、散布時間に大きな差はありませんでした。ドローンは騒音が少
ない（ラジコンヘリ70 90dB,ドローン50 70dB)反面、バッテリー交換が
度々必要であり、静音性が求められる住宅の近くで使用するなど、ラジコ
ンヘリと使い分ける必要があると考えられます。

ドローンによる薬剤散布

選果の様子

覚書締結式
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夏秋ギク「精の一世」出荷開始　ＡＣＴ７が目揃会を開催

碧南市内

夏秋ナスの日射比例自動かん水、はじめました。

岡崎市

ナシＩＰＭ導入の機運高まる

みよし市莇生町
豊田市舞木町

西三河

令和３年６月
　この度、岡崎幸田地域の夏秋ナスで初めて、日射比例による自動かん水
システムが導入されました。このシステムは、ソーラーパネルでポンプを
駆動し、自動でかん水を行うため、労力削減につながります。また、少量
多頻度かん水を実現できるため、土壌の乾湿差が減ることにより根張りが
改善され、収量増加効果も期待されます。今後、自動潅水で行われたかん
水量や、労力削減効果に関して聞き取りを行い、地域全体への普及を目指
します。

豊田加茂

令和３年５月28日、
６月11日　豊田市、みよし市のナシ産地の一部生産者のほ場で、近年、ハダニ類に

よる落葉の被害が増加しています。薬剤散布のみでは効果的なハダニ類防
除が難しくなってきたことから、天敵資材利用による防除に関心が高ま
り、生産者、資材メーカー、ＪＡ、経済連が協力し、２名の生産者が試験
導入を行いました。
　今後、８月まで月に２回程度、ハダニ類の発生状況と天敵（ミヤコカブ
リダニ）の定着状況を確認し、効果を測定していきます。

西三河

令和３年５月26日
　碧南市・安城市の輪ギク共選組合「ＡＣＴ７」が、夏秋ギク「精の一
世」の出荷開始にあたり、目揃会を開催しました。例年は部会員全員で集
まり、切り前等を確認していますが、新型コロナウイルスによる緊急事態
宣言を受け、当日は組合役員、ＪＡ、農業改良普及課で、花形等を写真撮
影し、その画像を組合員全員に周知しました。新型コロナウイルスの影響
で人との往来ができない条件の中、農業改良普及課ではＪＡと連携し、引
き続き組合員間の情報共有を支援していきます。

切り前の確認をする組合会役員

天敵資材を設置する生産者

設置されている日射比例かん水システム設置されている日射比例かん水システム
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病害虫発生予察情報周知の新たな試み

新城市

豊橋４Ｈクラブが老人ホームでの芋植え準備を実施

豊橋市飯村町
「つつじ荘」

豊橋温室園芸農業協同組合で３年振りの生産物品評会

豊橋温室園芸
農業協同組合

新城設楽

令和３年５月24日
　新城駐在室では、管内稲作農家向けに病害虫発生予察情報の新たな周知
方法を５月からスタートさせました。病害虫防除室から発表される情報か
らイネに関する部分を抜粋し、地域版に加筆した情報をＪＡ営農センター
の窓口掲示板に掲示したり、ＪＡの広報と一緒に組合員に配布されるなど
活用されています。シンプルかつオーソドックスな手法ですが、不特定多
数の稲作農家やパソコンやスマートフォンを使い慣れない高齢者などに対
して可能な限り情報提供するのが狙いで、情報は随時更新しています。情
報の周知に関しては、市役所の協力も得ています。これは、昨年トビイロ
ウンカによる坪枯れが多発し、甚大な被害を被ったことを受けての試みで
す。

東三河

令和３年５月24日　豊橋４Ｈクラブでは、地域貢献活動として総合老人ホーム「つつじ荘」
での野菜栽培支援活動を行っています。例年はクラブ員が入居者と作業を
一緒に行って指導をしていますが、新型コロナの感染状況に鑑みて昨年か
らほ場の準備をクラブ員が行い、入居者が後日芋植えを行う形式で実施し
ています。
　昨年まではクラブのＯＢが所持しているトラクターで畝立てまで行って
クラブ員がマルチ張りをしていましたが、今年は初めてクラブ員のみで管
理機と鍬を使って畝立てを行いました。

東三河

令和３年６月８日
　豊橋温室園芸農業協同組合で３年振りの生産物品評会が行われました。
本品評会は隔年で開催されていて、本来は昨年が開催年でしたがコロナ禍
により中止となっていました。
　つまもの類はコロナ禍の影響が大きく、厳しい販売状況が続いています
が、生産者は久々の品評会に気を引き締めて良品を出してきた様子でし
た。今回は18品目、計235点が出品され、レベルの高い出品物を注意深く
審査しました。

植え付け準備として畝立てを行うクラブ員

大葉の審査を行う審査員

窓口掲示板に掲載された情報
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ＪＡ愛知みなみ鉢物部会が花と緑のマルシェに出展

豊橋市

田原

マルシェのブース展示の様子

令和３年５月30日

　県花き連鉢物部会の主催する「花と緑のマルシェ」が、豊橋総合動植物
公園「のんほいパーク」にて開催されました。当日はＪＡ愛知みなみ鉢物
部会が出展し、役員７名が現地入りして来場者に季節の鉢物の即売会を行
いました。緊急事態宣言の最中でイベントの告知はされませんでしたが、
週末の好天に恵まれ多くの来場者がハイビスカスなど鉢花の前に足を止
め、生産者から説明を受けながら鉢物を購入していました。
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